
夏
に
想
う

会
長
　
飯
田
　
精
鷹

今
年
も
暑
い
夏
が
や

っ
て
き
た
。
毎
年

終
戦
記
念
日
頃
に
は
、
戦
後
が
語
ら
れ
て

来
た
が
、
今
年
は
節
目
の
六
十
年
、
私
が

生
ま
れ
た
大
正
十
五
年
か
ら
八
十
年
の
う

ち
、
小

。
中
学
校
、
陸
士
の
時
代
、
つ
ま

り
昭
和
二
十
年
の
終
戦
に
到
る
ま
で
に
出

会

っ
た
先
生
や
漢
詩
、
漢
文
、
短
歌
な
ど

号第

手
Ａ
十
七
年
度
岳
精
流
指
標

自
分

に
厳
し
く

岳精流 日本吟院
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千 代 口 岳

少
し
く
想
い
出
し
て
見
た
い
。

小
学
校
時
代
、
世
の
中
の
事
は
よ
く
解

か
ら
な
か

っ
た
が
、
音
楽
好
き
の
耳
に
入

っ
て
来
た
詩
吟
は
乃
木
希
典
の

「
山
川
草

木
轄
た
荒
涼
」
で
あ
り
、
軍
靴
の
音
漸
く

高
ぐ
な
り
、
頼
山
陽
の

「
鞭
費
粛
々
夜
河

を
過
る
」
で
あ

っ
た
。
各
家
庭
の
ラ
ヂ
オ

か
ら
も
、
又
道
を
行
く
人
の
日
か
ら
も
聞

こ
え
て
来
た
。
か
く
日
本
の
巷
は
軍
国
と

し
て
の
雰
囲
気
が
醸
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
吾
々
少
年
は
当
然
の
事
と
し
て
受
け
と

め
て
い
た
。

小
学
校
五
年
の
時
、
若
い
男
子
の
先
生

が
赴
任
さ
れ
、
授
業
中
に

「男
児
立
志
出

郷
開
　
学
若
無
成
不
復
還
　
埋
骨
何
期
墳

墓
地
　
人
間
到
庭
有
青
山
」
を
教
え
ら
れ
、

漢
詩
と
、
そ
の
中
の

「
青
山
有
り
」
に
深

く
感
銘
を
受
け
た
。

中
学
に
入
り
漢
詩
、
漢
文
を
習
い
、
漢

詩
の
文
語
調
に
感
動
し
、
自
髪
三
千
丈
の

大
げ
さ
な
表
現
、
反
面
豊
か
な
思
考
な
ど

に
驚
い
た
。
中
学
二
年
の
時
、
担
当
の
先

生
か
ら

「鼓
腹
撃
壌
の
詩
」
を
学
び
、
腹

鼓
を
打
ち
、
大
地
を
叩
い
て
歌
う
世
の
大

平
を
楽
し
む
さ
ま
、
善
政
に
よ
る
平
和
な

さ
ま
も
学
び
、
平
和
な
生
活
を
思

っ
た
事

を
覚
え
て
い
る
。
ま
た
古
文
の
先
生
か
ら

「愚
公
山
を
移
す
」
と
言
う
愚
公
伝
、
つ

ま
り
絶
え
ず
努
力
す
れ
ば
遂
に
は
成
功
す

る
の
讐
を
教
え
て
戴
き
、
ま
た

「少
年
老

い
易
く
学
成
り
難
し
、　
一
寸
の
光
陰
軽
ろ

ん
ず
可
か
ら
ず
」
と
時
の
大
切
さ
を
知

っ

た
。

当
時
、
中
学
に
は
軍
か
ら
配
属
将
校
が

派
遣
さ
れ
、
意
気
盛
ん
に

「
『
国
破
れ
て

山
河
在
り
』
と
支
那
の
唐
代
の
詩
人
が
詠

っ
た
が
、
国
が
敗
れ
た
ら
山
河
は
無
い
よ

と
話
さ
れ
た
。

終
戦
で
荒
れ
た
山
河
は
残

っ
た
。

し
か
し
今
日
、
人
情
溢
れ
る
美
し
い
人

心
は
ど
う
な

っ
た
だ
ろ
う
か
。
問
題
は
山

積
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
当
時
夏
の
合
宿

で
歌

っ
た
琵
琶

（城
山
）
で

「
そ
れ
達
人

は
大
観
す
　
抜
山
蓋
世
の
勇
あ
る
も
　
栄

枯
は
夢
か
幻
か
∵
は
吟
と
し
て
未
だ
に
耳

に
残
る
。
戦
局
も
相
当
進
ん
だ
頃

「
我
が

胸
の
　
燃
ゆ
る
思
い
に
　
比
ぶ
れ
ば
　
煙

は
う
す
し
桜
島
山
」
平
野
国
臣
作
は
、
当

時
の
国
難
に
立
ち
向
か
う
健
気
な
少
年
の

心
意
気
で
あ
り
、
学
校
の
湖
畔
で
大
合
唱

し
て
い
た
の
が
心
深
く
刻
ま
れ
、
想
い
出

さ
れ
る
。

星野 久山 (清 水 )
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岳
精
流
日
本
吟
院
全
国
吟
道
大
会

宗
家

の
吟
道
七
十
周
年

・
米
寿
を
祝
う

河
田
日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会
長
が
、
挨

拶
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に

「
日
本
固
有
の

文
化
を
継
承
発
展
」
に
心
血
を
注
が
れ
た

宗
家
の
吟
道
七
十
年
と
米
寿
を
祝
う
大
会

が
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
六
月
十
二
日
、
川

崎
市
教
育
文
化
会
館
で
全
国
か
ら
二
千
余

の
会
員
が
集
い
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
全
国
の
著
名
な
吟
剣
詩
舞
の
宗

家

・
家
元
の
先
生
方
が
出
席
さ
れ
、
慶
祝

に
華
麗
な
芸
を
ご
披
露
さ
れ
た
。

恒
例
の
合
吟
は
、
今
年
か
ら
三
十
名
以

上
登
壇
の
場
合
は
男
女
別
と
な
り
、
男
子

は
飯
田
精
鷹
会
長
先
導
で

「偶
作
」
横
井

小
楠
作
、
女
子
は
菅
原
琴
風
婦
人
部
門
長

先
導
で

「静
夜
思
」
李
白
作
。

今
年
は
、
構
成
吟

「
吟
詠
で
綴
る
宗
家

吟
道
七
十
年
」
が
主
役
。
大
正
、
昭
和
、

平
成
の
激
動
の
３
時
代
に
日
本
男
子
と
し

て
堂
々
と
正
面
か
ら
向
い
、
平
和
と
人
間

愛
を
貫
い
た
宗
家
の
足
跡
に
は
会
場
の
全

員
が
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
更
に
、
戦
傷

を
受
け
ら
れ
た
の
が
山
西
省
太
原
と
伺
い
、

王
維
の
出
生
の
地
、
自
居
易
の
本
貫
地
で

あ
る
こ
と
に
何
か
の
縁
を
感
じ
た
。

千
代
田
よ
り
は
、
ナ
レ
ー
タ
ー
に
昨
年

に
続
い
て
鈴
木
重
風

ハ
ザ

マ
教
場
長
、
吟

詠
に
飯
田
会
長
、
磯
田
龍
真
副
会
長
、
剣

舞
に
金
子
千
峰

（東
陽
町
）
。

フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
宗
嗣
の

「
日
本
を
愛
す
」
の
バ

ッ
ク
合
吟
に
磯
田
副
会
長
、
林
龍
吾
、
菅

原
克
風
、
堀
哲
山
、
徳
本
順
山
、
萩
原
晴

泉
の
諸
氏
が
登
壇
し
、
迫
力
溢
れ
る
男
声

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
圧
巻
で
あ

っ
た
。

宗
家
は

「米
寿
を
迎
え
る
事
が
出
来
た

の
は
、
天

・
地

ｏ
人
あ
ら
ゆ
る
人
の
お
か

げ
で
今
日
あ
る
と
し
み
じ
み
考
え
る
昨
今

で
す
」
と
ご
挨
拶
さ
れ
、
続
い
て
平
成
十

八
年

一
月
に
宗
家
を
宗
嗣
に
譲
り

『
家
元

を
称
さ
れ
る
と
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。
時

の
流
れ
と
は
申
せ
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

宗
家
の
、
永
年
に
わ
た
る
ご
恩
に
応
え

る
に
は
、
個
々
の
精
進
に
加
え
、　
一
人
で

も
多
く
の
若
い
世
代
の
会
員
を
仲
間
に
加

え
、
岳
精
流
の
隆
々
た
る
姿
を
見
て
頂
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
。

千
代
田
の
大
会
の
設
営

・
運
営
面
で
の

役
割
は
、
昨
年
に
続
き
、
田
園
支
部
と
接

待
。
丸
の
内
第
二
、
清
水
教
場
、
婦
人
部

門
が
担
当
し
申
し
分
な
か

っ
た
と
の
高
い

評
価
を
頂
い
た
。
吉
川
龍
鐘
総
括
、
太
田

晴
風
事
業
部
門
長
は
じ
め
皆
さ
ん
の
ご
苦

労
に
感
謝
致
し
ま
す
。

全
国
吟
剣
詩
舞
道
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル

東
日
本
大
会
昨
年
に
続
き
大
健
闘

地
区
予
選
か
ら
廿
三
名
が
入
賞
を
果
た

し
、
五
月
の
東
京
都
大
会
に
挑
戦
し
た
。

千
代
田
が
挑
戦
し
た

一
般
二
部
、
三
部

で
は
岳
精
流
は
厳
し
い
状
況
で
、　
一
般
三

部
に
お
い
て
、
金
子
澄
泉

（東
陽
町
）
さ

ん
が
七
位
、
林
教
場
長
が
十

一
位
に
入
賞

さ
れ
た
以
外
は

下
名
の
人
賞
と
い
う
結
果

で
あ

っ
た
。

昨
年
に
続
い
て
七
月
二
日
の
東
日
本
大

会

へ
挑
戦
の
お
二
人
は

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
接

戦
の
中
で

四
位
　
　
林
　
　
龍
吾

十
位
　
　
金
子
　
澄
泉

と
お
二
人
共
に
入
賞
と
い
う
素
晴
ら
し

い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
林
教
場
長
は
、
全
国
大
会
出
場
の

二
位
ま
で
あ
と

一
歩
の
大
健
闘
、
２
年
連

続
入
賞
の
金
子
さ
ん
と
お
二
人
の
ご
活
躍

に
大
き
な
拍
手
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
幼
少
年
の
部
で
六
郷
岳
精
会
の

伊
達
佳
内
子
さ
ん

（小
学
３
年
生
）
が
昨

年
に
続
き
見
事
優
勝
．
九
月
十
八
日
の
全

国
大
会

へ
出
場
さ
れ
ま
す
。
岳
精
流
の
希

望
の
星
と
し
て
成
長
を
見
守
り
た
い
も
の

で
す
。

▼
Ψ
）
Ψ
▼
Ψ
▼
Ψ

新
任
副
教
場
長

（七
月

一
日
付
け
）

神
　
田
　
　
　
　
　
　
池
田
　
康
山
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千
代
田
創
立
廿
周
年
記
念
大
会

（準
備
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
２
）

“
闘
倒
日
並
び
に
会
場
測
定

”

開
催
日
　
平
成
十
八
年
十
月

廿
九
日

（日
）

〈〓
　
場
　
新
宿
明
治
安
田
生
命

ホ
ー
ル

祝
賀
会
　
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

一三

、
準
備
委
員
会

（八
月
二
日
）
申
し
合

一・　
　
わ
せ
事
項
。

一一　
イ
、
実
行
委
員
会
発
足
は
平
成
十
八
年

一一　
　
一
月

（組
織
内
定
十
月
）
。

一一　
口
、
記
念
大
会
の
特
例
と
し
て
、
行
事

一一　
　
は
教
場
担
当
制
で
は
な
く
、
全
員
総

一一　
　
カ
で
取
り
組
む
。

一　
ハ
、
実
行
委
員
会
活
動
に
先
行
し
て
、
一

次
の
４
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
本
年
九
月
二

は
独
立
し
た
取
進
め
を
行
な
う
こ
と

と
な
る
。

三
、
企
画
構
成
吟
の
基
本
与
条
件
。

①
　
主
題
テ
ー
マ
は

「
千
代
田
」
即
ち

「
江
戸
三
百
年
」
と
す
る
。

②
　
所
要
時
間
は
約
九
十
分
以
内
。

③
　
各
教
場
毎
に
、
主
題
に
沿

っ
た
企

画
を
作
成
提
案
す
る
。

④
　
全
員
参
加
を
旨
と
し
、
教
場
の
枠

に
捕
ら
わ
れ
ず
ゲ
ス
ト
も
交
え
て
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
楽
し
い
内
容
と

す
る
。

⑤
　
最
初
と
中
間
、
最
後
に
全
員
参
加

の
企
画
を
配
慮
す
る
。

⑥
　
企
画
推
進
並
び
に
総
括
は
、
原
則

的
に
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
て
行

う

。

【私
の
心
に
残
る

一
詩
】
そ
の
十
二

草
加
分
室
長
　
太
田
　
翠
風

早
に
台
帝
義
を
発
す
　
　
　
幸
　
台

朝
鮮
台
帝
彩
奮
闘
　
十
二
江
慶

一
日
通

両
岸
槙
撃
嗜
不
住
　
軽
舟
已
通
葛
童
山

好
き
な
詩
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
想

い
出
の
吟
は
、
入
会
二
～
三
年
ほ
ど
で

迎
え
た
千
代
田
十
周
年
大
会
で
吟
じ
た

こ
の
詩
で
す
。
二
次
会
で
は
元
気
だ
が

教
室
で
は
と
て
も
静
か
と
、
会
長
か
ら

も
注
意
を
頂
い
て
い
た
初
々
し
い
？
頃

で
し
た
。

天
皇
陛
下
も
訪
中
時
に
日
に
さ
れ
た

あ
ま
り
に
も
有
名
な
大
詩
人
李
自
の
名

作
と
も
ま
だ
知
ら
な
い
頃
で
し
た
が
、

先
生
に
お
勧
め
い
た
だ
き
、
懸
命
に
吟

じ
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
初
め
て
吟
ら

し
く
大
き
な
声
で
吟
ず
る
事
が
で
き
、

と
て
も
嬉
し
か

っ
た
事
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。

旧
明
治
生
命
館
、
新
し
く
高
層
の
ビ

ル
と
な
り
残
念
な
が
ら
現
在
は
有
り
ま

せ
ん
が
二
重
橋
か
ら
皇
居
が
眺
め
ら
れ
、

そ
の
先
に
新
宿
副
都
心
の
ビ
ル
街
が
霞

ん
で
見
え
る
素
晴
ら
し
い
会
場
で
し
た
。

二
次
会
の
席
で
、
何
と
宗
家
の
前
で

図
々
し
く
も
再
度
吟
じ
、
今
思
う
と
恥

ず
か
し
く
顔
が
赤
く
な
り
ま
す
が
、
大

切
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
千
代
田
廿
周
年
、
想
い
出
の

吟
が
又

一
つ
で
も
増
や
せ
る
よ
う
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

■■
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よ
り
発
足
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一

①
　
企
画
構
成
吟
　
　
　
　
　
　
　
一一

②
　
一
一十
周
年
史
　
　
　
　
　
　
　
一一

③

プ

ロ
グ
ラ
ム
　

　

　

　

　

　

一一

④
　
祝
賀
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．一

「式
典
関
係
」

「進
行
」

「接
待
」

「総
務
」

「経
理
」
等
に
つ
い
て
は

実
行
委
員
会
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
事

と
な
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
編
成
を
行
な
う
。
尚

「
武
道

館
出
吟
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
関
し
て

つ~0~



平

今撃
年

の
成
果
を
思

い
き
り
吟
じ
よ
う

懇
親
会

て
お
り
ま
す
。
参
加
者
は
連
吟
で
全
員
が

登
壇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
武
道
館
合

吟

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
男
女
チ
ー
ム

の
合
吟
披
露
、
吟
剣
詩
舞
吟
詠

コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
者
凱
旋
吟
、

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
演
奏
、

詩
歌
研
修
担
当
に
よ
る
構
成
吟
、
会
長
指

導
吟
、
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

廿
周
年
記
念
大
会
を

一
年
後
に
控
え
、

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
認
識
し
て
、
今
年
の

学
習
成
果
を
披
露
し
ま
し
ょ
う
。

質
素
で
も
内
容
の
充
実
し
た
会
に
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

千
代
田
に
は
男
子
同
様
出
場
人
数
の
約

３
割
の
出
吟
が
要
請
さ
れ
、
次
の
方
々
が

練
習
に
参
加
し
て
い
る
。
昨
年
の
出
吟
者

の
目
を
見
張
る
よ
う
な
上
達
振
り
は
、
周

囲
の
認
め
る
と
こ
ろ
。
吟
力
の
向
上
の
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
て
下
さ
い
。

田
中
香
風
、
元
広
恵
山

（丸
二
）

太
田
翠
風

（草
加
）
花
山
桜
風

（東
陽
町
）

池
田
康
山
、
渡
辺
笙
泉
、
山
崎
洋
子
、
小

林
公
子

（神
田
）
橋
本
淳
山
、
加
藤
有
泉
、

上
村
芳
子

（新
宿
）
樋
沢
桃
山

（錬
水
）

山
手
遥
泉
、
板
橋
槽
泉
、
藤
原
寿
子

（丸
女
）

昇
伝
審
査
を
終
え
て

東
陽
町
　
一一τ

井
　
愛
泉

詩
吟
の
入
会
動
機
？
意
志
薄
弱
な
私
は

ダ
ク
タ
ー
を
弾
き
、
再
度
吟
じ
さ
せ
ら
れ
、

私
は
ど
こ
が
間
違
い
な
の
か
半
信
半
疑
で

顔
を
真
赤
に
し
な
が
ら
、
先
生
の
高
音
に

続
い
て
吟
じ
ま
し
た
。
終
わ

っ
た
時

「自

分
は
五
本
し
か
出
な
い
と
思
わ
ず
挑
戦
し

て
下
さ
い
。
出
来
ま
す
よ
」
と
の
お
言
葉

を
頂
き
、
日
標
が
出
来
ま
し
た
。

日
々
の
生
活
で
は
味
わ
え
な
い
こ
の
緊

張
感
、
吟
ず
る
楽
し
さ
、
作
者
の
詩

へ
の

情
、
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
等
自
分
を
磨
き
、
大

好
き
な
懇
親
会

へ
と
、
下
手
の
横
好
き
が

私
の
趣
味
に
な
る
と
信
じ
、
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
又

一
年
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
大
塚
駅
南
回
か
ら
　

　

一
続
き
女
子
チ
ー
ム
も
昨
年
の
四
位
以
上
を

一　

昇
伝
審
査
も
年
々
緊
張
が
増
し
、
今
年

徒
歩
５
分
　
　
　
　
　
　
　
一
目
指
し
て
渡
精
華
副
幹
事
長
、
前
澤
龍
淳

一
は
足
が
ガ
タ
ガ
タ
、
前
に
の
め
り
そ
う
な

舒孵
ほ嚇御卸
５分
　
　
　
一犠識滞脹妙ゴ織騨責六月十
八
日より
一罐
だどげ評賊珊腱杜嗣れ知押麒
動河

内
容
の
詳
細
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、
独
吟

コ
ン
ク
ー
ル
を
無
伝
以
下

初
伝
、
中
伝
以
上
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け

今
年
の
成
果
を
披
露
し
て
頂
く
こ
と
に
し

七
年
度
温
習
会
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一渓

（
Ｔ『ユ　）

詩

憂
愁
を
抱
え
た
杜
甫

東
陽
町
　
渋
谷
　
辰
山

中
国
最
大
の
詩
人
と
し
て
李
白
と
並
称

さ
れ
る
杜
甫
は
、
玄
宗
の
即
位
の
年

（七

一
二
）
に
洛
陽
に
近
い
河
南
省
章
県
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
家
系
に
西
晋
の
名
将
で
学

者
の
社
預
や
、
祖
父
に
則
天
武
后
朝
の
宮

廷
詩
人
杜
審
言
を
持
ち
、
早
く
か
ら
官
界

に
進
ん
で
王
朝
に
力
を
尽
く
そ
う
と
志
し

ま
し
た
が
、
結
局
は
科
挙
に
受
か
ら
ず
就

職
に
も
失
敗
し
て
失
意
憂
愁
の
人
生
を
送

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

廿
代
か
ら
十
余
年
、
呉

・
越

ｏ
斎

・
趙

の
各
地
を
歴
遊
し
つ
つ
見
間
を
広
め
ま
し

た
が
、
現
存
す
る
数
少
な
い
彼
の
作
品
か

ら
既
に
律
詩
の
体
に
習
熟
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
三
十
三
歳
の
と
き
、

長
安
を
逐
わ
れ
た
李
白
と
奇
跡
的
な
出
会

い
を
し
ま
す
。　
一
日
見
て
人
並
み
は
ず
れ

た
そ
の
風
采
に
心
酔
し
共
に
河
南
の
地
を

経
巡
り
ま
し
た
。
翌
年
魯
の
石
門
で
別
れ

た
後
、
三
度
と
会
ラ
事
は
無
か

っ
た
け
れ

ど
折
に
ふ
れ
李
白
を
偲
ん
で
十
五
首
も
詩

を
残
し
て
い
ま
す
。

三
十
五
歳
、
意
を
決
し
て
長
安
で
世
に

出
る
途
を
求
め
ま
す
が
、
な
お
志
を
得
ず
、

以
後
十
年
ほ
ど
不
遇
の
生
活
が
続
き
ま
す
。

こ
の
時
期
、
杜
甫
の
詩
は
李
自
の
強
烈
な

個
性
に
刺
激
を
受
け
て
幅
を
拡
げ
、
恵
ま

れ
な
い
境
遇
の
中
で
次
第
に
深
み
を
加
え

て
い
っ
た
の
で
す
。

「貧
交
行
」
は
身
の

不
遇
と
貧
困
を
嘆
き
憤

っ
た
、
四
十

一
歳

（七
五
二
）
の
作
で
す
。
四
十
四
歳
の
時

漸
く
官
職
に
就
い
た
も
の
の
安
禄
山
の
乱

に
遭
遇
し
て
、
杜
甫
の
詩
は
社
会
と
自
身

の
境
遇
の
激
変
を
体
験
し
て
大
き
く
伸
び

ま
し
た
。
霊
武
で
即
位
し
た
粛
宗
の
も
と

に
参
じ
よ
う
と
し
て
賊
軍
に
捕
え
ら
れ
、

長
安
に
軟
禁
さ
れ
ま
す
。
代
表
作

「春
望

“
国
破
れ
て
山
河
あ
り
”
は
幽
閉
二
年
目

の
四
十
六
歳
の
作
で
す
。

そ
の
後
長
安
を
脱
走
し
粛
宗
に
拝
謁
し

て
左
拾
遺
に
抜
擢
さ
れ
、
彼
に
と

っ
て
は

生
涯
唯

一
の
華
や
か
な
時
期
で
賣
至
、
王

維
、
琴
参
等
と
競
作
す
る
な
ど
、
そ
の
輝

き
が
ま
た
格
調
高
い
律
詩
に
磨
き
を
か
け

て
い
き
ま
し
た
。
“
人
生
七
十
古
来
稀
な

り
”
と
彼
に
し
て
は
珍
し
く
頼
廃
的
な
気

分
が
強
く
出
て
い
る

「
曲
江
」
は
此
の
頃

の
作
で
す
。

し
か
し
抜
擢
も
束
の
間
、
生

一
本
の
性

格
が
禍
し
て
左
遷
の
憂
き
目
に
遭
い
、
や

が
て
四
十
八
歳
官
を
捨
て
家
族
を
伴

っ
て

漂
白
の
旅
に
出
ま
す
。
こ
の
年
は
貧
窮
食

を
求
め
て

「
一
歳
四
遷
」
と
い
う
慌
た
だ

し
い
移
動
を
体
験
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

ま
た
彼
の
詩
は

一
皮
む
け
て
い
き
ま
す
。

四
十
九
歳

（七
六
０
）
節
度
使
厳
武
の
厄

介
に
な

っ
て
成
都
郊
外
の
浣
花
渓
に
草
堂

を
築
き
、
厳
武
や
高
適
の
援
助
を
受
け
て

生
涯
で
の
安
ら
ぎ
の
時
期
を
得
、
詩
は
円

熟
の
域
に
達
し
ま
す
。　
一
方
望
郷
の
思
い

は
年
を
追

っ
て
増
大
し

「
絶
句
」
や

「帰

雁
」
の
中
に
昇
華
し
て
行
き
ま
す
。
五
十

四
歳

（七
六
五
）
高
適

・
厳
武
が
相
次
い

で
没
し
蜀
の
地
も
乱
れ
た
為
、
安
住
の
地

を
捨
て
貧
と
病
に
苦
し
み
乍
ら
、
長
江
を

下

っ
て
再
び
放
浪
の
旅
に
出
ま
す
。
“
天

地
の

一
沙
鴎
”
と
嘆
じ
た

「
旅
夜
懐
を
書

す
」
は
忠
州
か
ら
霊
安

へ
下
る
間
の
作
。

五
十
五
歳

一
家
は
奉
節
に
移
り
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
の
二
年
間
に

「
秋
興
」

「
登
高
」

「復
愁
う
」
等
の
傑
作
を
は
じ
め
四
三
〇

首
の
作
が
生
み
出
さ
れ
、
杜
甫
の
詩
芸
術

の
総
仕
上
げ
の
感
が
あ
り
ま
す
。

更
に
長
江
を
下
っ
て
洞
庭
湖
畔
で
“
老

病
孤
舟
”
逢
か
都
を
望
ん
で

「岳
陽
楼
に

登
る
」
を
詠
じ
た
後
、
湘
水
を
上
下
し
ま

す
が
、
五
十
九
歳

（七
七
〇
）
精
魂
尽
き

た
か
、
岳
州

へ
向
か
う
舟
の
中
で
帰
郷
の

夢
空
し
く
没
し
ま
し
た
。

社
甫
の
詩
は
、
雄
渾
、
沈
痛
、
憂
愁
、

忠
厚
の
意
に
満
ち
て
い
ま
す
。
詠
ず
る
内

匡~υ ~



容
は
多
様
豊
富
で
あ
り
、
特
に
正
義
感
、

人
間
愛
に
基
づ
い
て
現
実
社
会
を
直
視
し

描
写
し
て
唐
王
朝
の
栄
枯
盛
衰
が
如
実
に

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら

「詩
史
」
と
称
せ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
李
自
の

「詩
仙
」
に
対
し

て
誠
実
な
人
柄
と
儒
教
的
信
念
か
ら

「
詩

聖
」
と
称
え
ら
れ
、
律
詩
を
得
意
と
し
て

李
自
の
絶
句
と
並
ん
で

「李
絶
杜
律
」
の

称
が
あ
り
ま
す
。
著
作
に

「社
工
部
集
」

廿
巻
が
あ
り
、
千
五
百
余
首
現
存
し
て
い

ま
す
。
　

（詩
歌
研
修
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

平
成
十
八
年
度
昇
伝
審
査
指
定
吟
題

初
伝
　
山
亭
夏
日
　
　
　
　
一昌
　
　
　
騨

古
　
　
城
　
　
　
　
瓜
生
回
山
桜

中
伝
　
初
め
て
香
山
院
に
入

っ
て

月
に
対
す
　
　
　
　
白

南
湖
に
て
夜
歌
者
を
聞
く

朱

（短
歌
二
題
　
　
後
報
）

奥
伝
　
一ぶ
師
に
て
家
書
を
得
た
り

居

易

一

前
号
で
紹
介
の
千
代
田
の
本
部
組
織
に

間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
し
ま
す
。

二
宮
　
祥
泉

（
ハ
ザ

マ
）

吟
楽
部
門
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
部
門
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

【
新

会

員

紹

介
】

◇
丸
の
内
第

一
教
場

小
儀
　
伸
広
氏

（八
月
入
会

山
口
朱
山
さ
ん
の
プ
ー
ル
の
友
達
、

以
前
か
ら
漢
詩
に
関
心
が
あ
り
、
詩
吟

に
憧
れ
て
い
て
、
思
い
が
け
ず
誘
い
を

受
け
入
会
と
の
こ
と
。
カ
ラ
オ
ケ
が
お

得
意
と
の
事
で
す
が
、
詩
吟
に
又
新
た

な
発
声
練
習
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
、

立
て
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、
き
ち
ん
と

取
組
む
真
面
目
な
方
で
す
。

◇
神
田
教
場

小
林
　
公
子
さ
ん

（四
月
入
会
）

池
田
康
山
さ
ん
と
廿
七
年
振
り
に
町

六
十
年
前
の
八
月
十
五
日
も
、
今
年
の

よ
う
に
暑
い
真
夏
の
日
で
し
た
。

焦
上
の
中
で
生
ま
れ
た
方
が
還
暦
を
迎

え
ま
す
。
あ
の
大
戦
の
意
味
を
考
え
る
報

道
や
、
戦
の
被
害
者
の
立
場
と
な

っ
た
国

々
の
現
況
の
記
事
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

敗
戦
国
日
本
で
は
、

「
平
和
日
本
、
新

日
本
再
建
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、　
一
人

一

人
の
国
民
が
、
反
省
と
荒
廃
し
た
国
土
の

再
建
に
汗
を
流
し
て
、
平
和
を
祈
り
、
こ

の
六
十
年
間
戦
争
と
全
く
関
わ
ら
ず
技
術

向
上
、
経
済
発
展
に
立
ち
向
い
ま
し
た
。

国
連
の
２
割
を
超
え
る
分
担
金
を
黙
々

と
引
受
け
、
先
進
国
と
し
て
自
他
共
に
認

め
ら
れ
、
後
進
国
に
巨
額
の
援
助
を
赤
字

財
政
の
中
か
ら
拠
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
次
世
代
に
日
本
が
何
処
と
戦

争
を
し
、
被
害
を
与
え
た
か
を
教
え
な
か

っ
た
我
々
の
世
代
の
付
け
が
残

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
、
不
足
し
て
い
た
近
隣

諸
国
に
日
本
を
理
解
し
て
貰
う
努
力
は
、

今
後
続
け
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

更
め
て
、
世
界
の
戦
没
者

へ
祈
り
を
捧

げ
ま
す
。
　
　

　

　

　
　

　

　

（八
田
）

皆
伝

無述⌒山
Jト

句
心懐二居

題

後
良頼報赤蓑V田

誤 正

平
井
　
紅
風
さ
ん

（丸
の
内
第

一
教
場
休
会
中
）

八
月
十

一
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
八
十
歳
、
千
代
田
発
足
時
か
ら
の

会
員
の
お

一
人
で
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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